
 

 

 

             地域医療介護総合確保基金の概要について 

１ 経緯 

団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を展望すれば，病床の機能分化・

連携，在宅医療・介護の推進，医療・介護従事者の確保・勤務環境の改善等，

「効率的かつ質の高い医療提供体制の構築」と「地域包括ケアシステムの構

築」が急務の課題となっている。 

このため，厚生労働省は，平成２６年度から消費税増収分を活用した基金

（地域医療介護総合確保基金）を都道府県に設置し，県が定める計画に基づ

いて事業を実施する，財政支援制度を創設。 

   【根拠法】地域における医療及び介護の総合的な確保の促進に関する法律 

 ＜国の予算状況（国 2/3+県 1/3，ただし①ー２の事業部分のみ，国 10/10）＞ 

   ・平成２８年度 

    当初予算 １,６２８億円（医療分９０４億円，介護分７２４億円） 

  ・平成２９年度 

   当初予算 １,６２８億円（医療分９０４億円，介護分７２４億円） 

   ・平成３０年度 

     当初予算 １,６５８億円（医療分９３４億円，介護分７２４億円） 

   ・令和元年度 

     当初予算 １,８５８億円（医療分１,０３４億円，介護分８２４億円） 

  ・令和２年度 

     当初予算 ２,０１８億円（医療分１,１９４億円，介護分８２４億円） 

   ・令和３年度 

     当初予算 ２，００３億円（医療分１，１７９億円，介護分８２４億円） 

   ・令和４年度 

     当初予算 １，８５３億円（医療分１，０２９億円，介護分８２４億円） 

   ・令和５年度 

     当初予算 １，７６３億円（医療分１，０２９億円，介護分７３４億円） 

   ・令和６年度 

     当初予算 １，５５３億円（医療分１，０２９億円，介護分５２４億円） 

  ・令和７年度 

   当初予算 １，４３３億円（医療分９０９億円，介護分５２４億円） 

 

 

 

 

資料１ 



２ 対象事業（①-1,2,②，④，⑥：医療分，③，⑤：介護分） 

 

 ①－１ 地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関す

る事業 

 ①－２ 地域医療構想の達成に向けた病床数又は病床の機能の変更に関する

事業 

 ②   居宅等における医療の提供に関する事業 

 ③   介護施設等の整備に関する事業  

 ④   医療従事者の確保に関する事業 

 ⑤   介護従事者の確保に関する事業  

 ⑥   勤務医の働き方改革の支援に関する事業 

 

 

３ 本県の基金の状況 

 (1) 基金造成及び事業充当の状況                  （単位：百万円） 

 

年度 

医療分 介護分 

造成額 事業充当額 造成額 事業充当額 

H26 ９９１ ６０５ － － 

H27 １，０６９ ６２９ ９８０ ５４９ 

H28 １，２２４ １，００７ ２，３７２ １，１７１ 

H29 １，１０８ ７８８ １，１２４ ４８８ 

H30 １，２５８ ８２８ １，０６９ ６９４ 

R１ ８９９ ７７９ １，０３８ ７２２ 

R２ １，１３８ ８６３ ８２４ １，０９３ 

R３ １，４５１ １，２２７ ８６３ ７５３ 

R４ ７８５ ８７０ ２，１８７ ２，７４７ 

R５ ８５１ １，０９８ ９８８ １，８０２ 

R６ ８２８ ９１０ ５８０ １，４８８ 

R７ ７８３ ８６０ ５１６ １，０２６ 

※造成額：医療分，介護分→国への当初要望時点（R7.7 月現在） 

  

 (2) 令和６年度末基金残高   （単位：百万円） 

医療分 介護分 

２，３５０ ７７７ 

 

 


